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固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

第
１
期
分
の
納
期
限
は

４
月
３０
日（
水
）で
す

＊
市
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

結
婚
披
露
宴
で
の
余
興
に
招

待
さ
れ
た
狂
言
師
。昭
和
５
年
。

長
江
家
（
成
徳
学
区
）
所
蔵

「結婚披露宴
での余興」
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Ｑ 山火事が春先に多いのは本当でし
ょうか。
Ａ 市内では過去１０年間に６１件発生し
ています。月別発生件数を見ると、４月
に全体の３６パーセントにあたる２２件が
発生。火災原因別では、たばこ（２８件）
とたき火（１６件）が全体の７２パーセン
トを占めています。
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月別発生状況（過去10年間） 

１
月 

２
月 

３
月 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

10
月 

11
月 

12
月 

件数 2 4 22 8 4 1 11 1 0 3 23

春先に多く発生するのは、空気が大
変乾燥し、強い風が吹いている中で火
入れが行われたり、山菜採りやハイキ
ングなどで入山者が増えることなどに
よるものと考えられます。
Ｑ 一般の火災と比べてどのような特
徴がありますか。
Ａ 山火事は次のような特徴がありま
す。
�強い風などの気象条件や地形によっ
て、急激に燃え広がる。
�くすぶった状態で長時間燃え続ける。
�地中などに熱がこもり、消えたと思

っても再び燃え出すことがある。
�小川やため池などの消防水利のない
場所や消防自動車が入れないような道
路状況のよくない場所などは、消防活
動が非常に困難となる。
Ｑ 山火事を防ぐには、どうすればい
いのですか。
Ａ 山火事の原因のほとんどが、入山
者の不用意な火の取り扱いによるもの
です。大切な山林の緑を守るために次
のことに気を付けてください。
�枯草などの燃えやすいものがある場
所でのたき火はやめましょう。
�たき火から離れるときは水をかけて
消しましょう。
�風が強いときや空気が乾燥している
ときのたき火はやめましょう。
�たき火をするときは事前に消防署へ
連絡をしましょう。
�たばこの火は確実に消し、ポイ捨て
はやめましょう。
�火遊びはやめましょう。
山火事の多くは、私たち一人ひとり
が火の取り扱いに十分注意すれば防ぐ
ことができます。掛け替えのない森林
を守るためみなさんのご協力をお願い
します。

山山山山山山山山林林林林林林林林防防防防防防防防火火火火火火火火運運運運運運運運動動動動動動動動山山山山山山山山山山山山山山山山林林林林林林林林林林林林林林林林防防防防防防防防防防防防防防防防火火火火火火火火火火火火火火火火運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動
４月２０日（日）
～４月２６日（土）

山林防火をはじめとする防火につい
てのご相談は、下京消防署予防課（�
３６１―４４１１）まで。

けすぞう君の防災 Q&A 山林火災をなくそう�

だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り

野
山
に
出
か
け
た
く
な
る
季

節
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
は
一
瞬
で
森
林
が
な

く
な
る
山
火
事
も
多
い
季
節

で
す
。

今
月
は
、
山
林
火
災
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
赤
十
字
社
は
、
よ
り
多
く

の
み
な
さ
ん
に
、
赤
十
字
運
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
災
害
時
に
お
け
る
救

護
活
動
や
支
援
活
動
、
赤
十
字
奉

仕
団
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
育
成
強
化
す
る
た
め
の
活

動
な
ど
で
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
以
外
に
も
、

救
急
法
や
家
庭
看
護
法
な
ど
の
講

習
会
を
行
う
こ
と
も
赤
十
字
活
動

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
国
際
的
に
は
、
紛
争
や

災
害
な
ど
で
苦
し
む
人
々
に
救
援

の
手
を
差
し
延
べ
る
な
ど
、
海
外

で
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
え
、
多

く
の
赤
十
字
事
業
を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
今
年
も
み
な

さ
ん
に
社
資
募
集
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

区
の
分
団
長
ま
た
は
、
地
域
振
興

課
ま
で
。

◆
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
関
島
秀
樹
さ
ん
の
弾

き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

５
月
２８
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

池
坊
学
園
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル

（
室
町
通
四
条
下
る
）

お
ん
な

テ
ー
マ

「
み
ん
な
同
じ
で
違
う

ん
だ
か
ら
」
―
チ
ャ
ン
ス
は
平
等

に
人
生
は
個
性
的
に
―

そ
の
他

入
場
無
料
。
４
月
２８
日

（
月
）
か
ら
、
地
域
振
興
課
で
入

場
整
理
券
を
配
付
。

問
合
せ

地
域
振
興
課

◆
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

開
催
期
間

５
月
１２
日
（
月
）
〜
２６
日
（
月
）

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

開
催
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

開
催
場
所

総
合
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー

５
月
は
憲
法
月
間
で
す
。

下
京
区
で
は
、
区
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
い
な
が
ら
い
き
い

き
と
活
動
で
き
る
下
京
区
を
め
ざ
し
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
人
権
を

大
切
に
す
る
習
慣
が
根
付
い
た
「
人
権
文
化
」
を
育
む
こ
と
の
必
要
性

を
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
て
、
共
に
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、「
人
権

を
考
え
る
つ
ど
い
」
と
「
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
」
を
催
し
ま
す
。

ププロロフフィィーールル
せきじま・ひでき 滋賀
県在住。昭和２９年（１９５４）
生まれ。
ギターによるライブを中
心に活動しているシンガー
ソングライター。ＨＩＶ感
染者の詩に曲をつけた「熱
情」で注目をあつめ、人権
問題をテーマにした作詞、
作曲、ライブや講演活動を
行っている。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

下京区体育振興会連合会主催のスポーツ
大会が開催され、熱戦が展開されました。
大会の成績結果は、下記のとおりです。
◆下京区民卓球大会
優 勝 醒泉体育振興会
準優勝 大内体育振興会
第３位 七条体育振興会
第３位 西大路体育振興会
◆下京区民シニアレディース
バレーボール祭
優秀賞 豊園体育振興会
優秀賞 有隣体育振興会
優秀賞 安寧体育振興会
優秀賞 大内体育振興会

市
税
を
納
期
内
に
納
め
な
い
納

税
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
滞
納
処
分

が
行
わ
れ
ま
す
。

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
金
銭
に

換
え
る
方
法
の
一
つ
に
「
公
売
」

が
あ
り
ま
す
。

公
売
は
滞
納
者
の
意
思
に
か
か

わ
る
こ
と
な
く
強
制
的
に
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
売
却
す
る
と
い
う

処
分
で
裁
判
所
の
競
売
に
あ
た
る

も
の
で
す
。

売
却
は
、
入
札
の
方
法
で
行
わ

れ
、
最
高
価
格
の
申
込
者
に
対
し

売
却
決
定
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
不
動
産
と
電
話
加
入
権

の
公
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
再
三

に
お
よ
ぶ
催
告
を
無
視
し
て
、
税

金
を
納
め
な
い
滞
納
者
に
は
、
財

産
の
差
押
え
を
行
い
、
そ
し
て
そ

の
後
も
納
付
が
な
い
と
き
は
、
公

売
な
ど
の
処
分
を
し
て
滞
納
市
税

に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
今
年
か
ら
、
２

月
か
ら
４
月
を
「
特
別
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
と
し
て
徴
収
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
市
税
の
納
め

忘
れ
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
に
関
す
る
問
合
せ
や
相
談

は
、
納
税
課
ま
で
。
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�
「梅小路蒸気機関車館
資料展示館」歓喜寺町

梅
小
路
蒸
気
機
関
車
館
資
料

展
示
館
は
、
周
囲
の
環
境
に
配

慮
し
和
風
駅
舎
と
し
て
建
設
さ

れ
た
旧
二
条
駅
舎
∧
明
治
３７
年

（
１
９
０
４
）
建
築
∨
を
Ｊ
Ｒ

山
陰
本
線
の
高
架
化
に
と
も
な

い
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

に
現
在
地
に
移
築
保
存
さ
れ
た

も
の
で
す
。

建
物
は
、
伝
統
的
な
和
風
の

意
匠
を
基
調
に
し
て
い
ま
す
が
、

待
合
所
丸
柱
の
柱
頭
飾
り
、
特

等
待
合
室
や
２
階
の
窓
の
上
げ

下
げ
式
な
ど
、
部
分
的
に
洋
風

の
意
匠
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。

京
都
の
近
代
化
を
象
徴
す
る

建
物
で
あ
り
、
明
治
期
に
建
築

さ
れ
た
本
格
的
な
和
風
駅
舎
と

し
て
現
存
す
る
唯
一
の
例
で
す
。

意
匠
的
に
も
優
れ
、
文
化
財
的

価
値
も
高
い
た
め
、
平
成
８
年

（
１
９
９
６
）
４
月
１
日
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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市
民
検
診
は
、
結
核
や
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
の
た
め
に
、
基
本
健
康
診
査
は

４０
歳
以
上
、
結
核
検
診（
胸
部
Ｘ
線
撮
影
）

は
１５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。ど

の
会
場
で
も
受
診
で
き
る
市
民
検
診

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目

問
診
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、

胸
部
間
接
撮
影

費

用

基
本
健
康
診
査
３００
円
、
肺
が
ん

喀
痰
細
胞
診
千
円
（
免
除
規
定

あ
り
）

時

間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分（
全

会
場
共
通
）

そ
の
他

車
い
す
で
お
越
し
の
方
は
七
条

第
三
小
（
６
月
３０
日
）
か
梅
小

路
小
（
９
月
１８
日
）
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

健
康
づ
く
り
推
進
課

「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館

京
都
」

平
成
１５
年
度
京
都
市
予
算
の
編

成
は
、
昨
年
を
上
回
る
巨
額
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
状
況
の
も

と
、
可
能
な
限
り
の
財
源
確
保
と

「
選
択
と
集
中
」
の
一
層
の
徹
底

が
図
ら
れ
、
京
都
市
基
本
計
画
に

掲
げ
る「
安
ら
ぎ
の
あ
る
く
ら
し
」

「
華
や
ぎ
の
あ
る
ま
ち
」「
信
頼
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
市
政
」
の

３
つ
の
項
目
を
柱
に
、
福
祉
と
教

育
に
最
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

下
京
区
に
関
連
す
る
事
業
な
ど

と
し
て
は
、
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
下
京
区

基
本
計
画
推
進
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
東
西
両
本
願
寺
周
辺
と

島
原
地
域
で
の
「
町
並
み
景
観
整

備
計
画
策
定
事
業
」
が
継
続
さ
れ

る
ほ
か
に
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
二

条
駅
の
間
で
「
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
複

線
高
架
化
事
業
」
の
設
計
や
一
部

準
備
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
統
合

校
の
跡
地
活
用
と
し
て
菊
浜
小
学

校
跡
地
に
お
い
て
、「
ひ
と
・
ま
ち

交
流
館

京
都
」
が
い
よ
い
よ
開

設
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
証
明
書
発
行
コ
ー

ナ
ー
」
が
土
曜
日
も
開
所
さ
れ
ま

す
。

�安らぎのある
くらし�

▼子育て支援策の充実（乳幼児
医療費助成制度の拡充、不妊
治療費助成制度の創設等）

▼放置自動車対策

▼放置自転車防止啓発

▼防災対策の充実

�華やぎのある
まち�

▼町並み景観整備計画策定事
業

▼JR山陰本線複線高架化事業

▼TDM（交通需要管理）施策
の推進

�信頼とパートナー
シップの市政�

▼個性あふれる区づくり推進
事業（下京区基本計画の推進
など）

▼「ひと・まち交流館 京都」
の開設

▼「ターミナル証明書発行コー
ナー」の土曜日開所

学
校
歴
史
博

物
館
で
は
、
懐

か
し
い
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生

活
を
伝
え
る
写

真
資
料
と
、
京

都
の
学
校
ゆ
か

り
の
芸
術
家
が

子
ど
も
た
ち
の

姿
を
情
感
豊
か

に
書
き
上
げ
た

絵
画
作
品
な
ど

を
紹
介
す
る
、

企
画
展
「
子
ど

も
の
風
景
」
展

を
開
催
。
下
京
区
に
ゆ
か
り
の
深

い
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２４
日
（
木
）
〜

７
月
２２
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
水
曜
日

入
館
料

お
と
な
２００
円
、
子
ど
も

１００
円
（
市
内
の
小
学
・
中
学
生
は

土
曜
・
日
曜
日
無
料
）

問
合
せ

市
学
校
歴
史
博
物
館

（
�
３４４
・
１
３
０
５
）

下
京
区
ゆ
か
り
の
主
な
展
示
作
品

い
た
く
ら
せ
い
こ
う

「
わ
ら
べ
」
板
倉
星
光
作

元
豊
園
幼
稚
園
蔵

く

ぼ

た
べ
い
せ
ん

「
園
児
遊
戯
図
」
久
保
田
米
僊
作

尚
徳
中
学
校
蔵

植柳小学校
醒泉小学校
光徳小学校
光徳小学校
元格致小学校
梅小路小学校

９月１日（月）
２日（火）
８日（月）
９日（火）
１６日（火）
１８日（木）

七条中学校
淳風中学校
ひと・まち交流館 京都
梅逕中学校

７月１日（火）
７日（月）
１５日（火）
２８日（月）

皆山中学校
成徳中学校
尚徳中学校
元安寧小学校
元有隣小学校
郁文中学校
西大路小学校
七条小学校
七条第三小学校

６月２日（月）
３日（火）
１０日（火）
１２日（木）
１６日（月）
１７日（火）
２３日（月）
２５日（水）
３０日（月）

総合教育センター
崇仁小学校
六条院小学校
学校歴史博物館
洛央小学校

５月１２日（月）
１３日（火）
１９日（月）
２６日（月）
２８日（水）

検診会場検診日

移
築
さ
れ
た
和
風
駅
舎

平成１５年度
京都市予算

下
京
区
関
連
の
主
な
事
業

�
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館

京
都
�開
設
へ

市
税
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

金
に
つ
い
て
知
ろ
う 

滞
納
処
分
〜
公
売
〜 

税 
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ご利用下さい

社
資
募
集
に 

ご
協
力
下
さ
い 

人道は限りない力 the power of humanity

企企画画展展「「子子どどもものの風風景景」」展展

２４日から学校歴史博物館で
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大
宮
通
 七条通 

木津屋橋通 

梅小路公園 

千
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壬
生
通
 

JR山陰本線 

JR東海道本線 

梅小路蒸気機関車館 
資料展示館 

N

レッドくん

「わらべ」板倉星光作

スポーツ大会結果 
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